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　SACZ （南大西洋降水 帯）の 形成 に及ぼす ブ ラジ

ル 高原の影響に つ い て調 べ て い る 。 前回 （2006年

秋季大会）は 、TERC −RAMS を用 い て ブ ラジ ル 高

原 の 標高を変化 させ る感度実験 を行 っ た 。 そ の 結

果、ブ ラジル 高原の標高を高 くした場合に は

CNTL ・  の 時に 比 べ て 高原 上の 水蒸気収束が強 め

られ 、SACZ が 強化 され る こ とが示 され た 。 また 、

ブ ラジル 高原 の 降水 の 強化 に伴い 、 高原 上で 下層

の 低圧 部が で きて い るこ とが わ か っ た 。 ブ ラジル

高原上 で 低圧 部 が形成 され る こ とで水蒸気 流の 収

束 が強ま り、SACZ が強化 され るの で はな い か と

推定 した 。 今回は長期間の デー
タ を 用い て 、

ブ ラ

ジル 高原上 の 降水 と気圧場 、 SACZ の 活動の 関係

を調べ た 。

　　 RAMS を用 い た SACZ の 形成要因 に関す る研 究 （そ の 2 ）

　　　　　　　　　　　佐川 智孝 1 ・児玉 安正 1 ・吉兼 隆生 2

　　　　　　　　　 （1．弘前 大学理 工学部 、 2JAMSTECIFRCGC ）

は じめ に

2． 使用デ
ータ

　CMAP （CPC 　Merged 　Analysis　ofPrecipitatlon ） 5 日

間平均降水データと、NCEPINCAR 再解析デ
ー

タ

（日平均 ： ジオ ポテ ン シ ャ ル 高度）を用い た 。 デー

タ の 期間 をそろ え るた め 、再解析デー
タ も 5 日間

平 均データに変換 した。解析期 間は 1979 年 1A 〜

2005 年 2 月 ま で 、南 半球 夏季 の 12、1、 2 月 に っ い

て 調 べ た 。

3 ． 解 析方法

　 CMAP の 降水量 とジ オ ポテ ン シ ャ ル 高度

（850hPa）の 再解析データか ら要素 間の 関係 を調 べ る

た め に 、緯度 ・経度 7．5° x7 ，5°

の 領域 を基準域 と し、

基準域 をブ ラジル 高原 やそ の 北東 ・南西方向 に移

動 させ なが ら基準域 と他地点 の 相関係数を求 めた 。

4 ． 結果

　CMAP の 降水 量を調べ る と、 リオデジ ャ ネイ ロ

の 南東沖の SACZ の 降水 は ブ ラ ジ ル 高原上 の 降水

と相関が あ る こ とが 示 され た （図 1） 。 ブ ラ ジル

高原か ら基準域を離 して い くに したが っ て 相関係

数 は小 さくな っ た （図 2） 。

　高度場 の 基準域をブ ラジ ル 高原上 に と り、そ の

基準域 と各格子 の 降水量 との 相関係数 を計算 した

もの を図 3 に示す 。 高原 上 か ら南東方向に負相関

の エ リア が広 が っ て お り、ブ ラ ジル 高原上 の 気圧

場が低い とき、SACZ の 降水が 強ま る と い うこ と

が わか っ た 。 ま た 、 基準域を 図 2 の よ うに離 して

い くと 、 高原 上 の 高度場 と SACZ の 降水 との 相関

係数は 小 さくなっ た。
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図 1　 CMAP の 5 日間平均降水場データ に よるブ ラ

ジ ル 高原 上空 と周 囲 の 降水 との 相関係数 （太線の コ

ン ターは標高 を示 し 、間隔は 500m ）
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図 2 　図 1 と同 じ 、 但 し 、 基準域をブラ ジ ル 東北地

方にお い た
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図 3　 ブ ラ ジル 高原 上 の 850hPa の 高度場 と降水 との

相関係数
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